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平成 23年 (ワ)第 35号  相続権確認他請求事件

原 告 石川 博

被 告 株式会社ゆうちょ銀行 外 5名

直送済

平成 23年 9月 6日

宇都宮地方裁判所大田原支部民事 1係  御中

(送達場所)

〒107-0052 東京都港区赤坂4丁 目7番 15号  陽栄光和ビル 5階

光和総合法律事務所

電  話  03(5562)252

FAX 03(5562)252

被告株式会社ゆうちょ銀行訴訟代理人

(主担当)弁 護士  篠

|書弁答
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一

）

第 1 請求の趣旨 (平成 23年 3月 9日付請求の趣旨の特定によるもの)に 対

する答弁

1 原告の被告株式会社ゆうちょ銀行に対する請求を棄却する。

2 訴訟費用は原告の負担とする。

との判決を求める。

なお、仮執行の宣言は相当でないが、仮に仮執行宣言を付する場合には、担

保を条件とする仮執行免脱宣言を求める。

第 2 訴状請求の原因に対する認否

1 訴状請求の原因 1記載の事実のうち、訴外石川絹枝が平成22年 4月 15

日死亡したことは認め、その余の事実は不知。

2 訴状請求の原因2記載の事実は認める。             ゅ

3 訴状請求の原因3記載の事実は不知。

4 訴状請求の原因3(4の 誤記と思われる。)冒 頭部分記載の事実のうち、

被告株式会社ゆうちょ銀行 (以下、 「被告ゆうちょ銀行」という。)が 、原

告に対して平成 22年 6月 3日付にて、甲第4号 証の 1記載のとおり、訴外

石川絹枝名義の通常貯金 (記号番号 10770-2-3582061)につき、 「貯金調査

結果のお知らせ」を行ったことは認める。

5 訴状請求の原因3(4の 誤記と思われる。)(1)記 載の事実については、

甲第4号 証の3(通 常貯金預払状況調書)記 載のとおり、①平成22年 4月

15日 に49万 円、②平成 22年 4月 16日 に 11万 円、③平成22年 4月

26日 に236円 の払戻しがな|されていることは認める。

但し、①及び②の払戻手続がどのようになされたかについては、現在調査

中である。

6 訴状請求の原因4(5の 誤記と思われる。)記 載の事実は不知。
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7 訴状請求の原因5(6の 誤記と思われる。)記 載の事実は不知。

8 訴状請求の原因6(7の 誤記と思われる。)記 載の事実のうち、訴外市村

つま名義の定額郵便貯金について、 「貯金調査結果のお知らせ」及び 「貯金

残高証明書」 (甲第 6号証の 1及び甲第 6号証の2)が なされたことは認め

る。その余の事実は不知。

なお、定額郵便貯金については、郵政民営化により、独立行政法人郵便貯

金 0簡易生命保険管理機構がその権利義務を承継している。したがって、被

告ゆうちょ銀行は、当事者ではない。

訴状請求の原因8記載の事実は不知。

訴状請求の原因7(9の 誤記と思われる。)記 載の主張は争う。

第 3 平成 23年 3月 9日付請求の原因 (追加)に 対する認否

1 請求の原因 (追加)1記 載の事実は否認し、主張は争う。

2 請求の原因 (追加)2記 載の事実は不知。

3 請求の原因 (追加)3記 載の主張は争う。

4 請求の原因 (追加)4記 載の主張は争う。

5 請求の原因・(追加)5記 載の主張は争う。

第4 被告株式会社ゆうちょ銀行の主張

1 訴外石川絹枝名義の通常貯金 (記号番号 10770-2-3582061)につき、甲第

4号証の3(通 常貯金預払状況調書)記 載のとおり、①平成22年 4月 15

日に49万 円、②平成22年 4月 16日 に11万 円、③平成22年 4月 26

日に236円 の払戻しがなされているが、①及び②の払戻手続がどのように

なされたかについては、現在調査中であるので、調査結果を待って追って主

張する。

③平成22年 4月 26日 の236円 の払戻しは、被告石川院一が、訴外石
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川絹枝代表相続人として、黒磯郵便局において、払戻手続を行っている。

2 次に、訴外市村つま名義の定額郵便貯金 (記号番号40760-6180

377)に ついては、郵政民営化により、独立行政法人郵便貯金 ・簡易生命

保険管理機構がその権利義務を承継している。

したがつて、当該定額郵便貯金については、被告ゆうちょ銀行は当事者で

はない。

以  上

添 付 書 類

訴訟委任状  1通
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書述陳

てお ります が 、 平成 19年 10月 か ら平成 23年 3月 ま で は栃 木銀 行 大 田原 支 店 野崎

出張所 でそ の所 長 と して働 い て い ま した。

1 さて 、 この裁 判 に出 て くる石川 絹枝 さん は、昭和 52年 8月 18日 に今 回 問題 と

な って い る本 件 普 通預 金 (口座 番 号 1926031)を 栃 木銀 行 大 田原 支 店 に開設 しま

した。 そ の後 、 平成 21年 12月 22日 、 石川 絹枝名 義 の本件 定期 積金 (口座 番 号 1

v´  926032 )が 栃 木 銀行 大 田原 支店 野崎 出張所 に開設 され ま した。 た だ し、′木 件 定

期 積 金 開設 の手続 は、石 川 絹枝 さん の長 男 で あ る石 川 院 一 さん の妻 石 川 孝 子

さんが 大 田原 支店 野崎 出張所 に来店 して行 い ま した。

2 平成 22年 4月 15日 、 そ の石 川孝 子 さんが栃 木銀 行 大 田原 支店 野崎 出 張所 を訪 れ 、

ATMを 利 用 して本 件普 通 預金 か ら223,424円 の払 戻 を行 い 、 さ らに 同 じく

野崎 出 張所 の窓 口で本 件 定期積 金 を解 約 して 250,000円 の払 戻 を しま した。

ま た 、平成 22年 4月 30日 、石 川 孝 子 さんが野崎 出張所 を訪 れ て 、ATMを 利 用 し

て本 件 普 通 預金 か ら34,485円 の払 戻 を しま した。

3 なお 、石川 孝子 さん は ご 自身 が栃 木銀 行 大 田原 支店 野崎 出張所 の顧 客 で し

ば しば 同支店 を訪 れ て利 用 して い ます。 そ ん なわ けで大 田原 支 店 野崎 出張所

で は石 川 孝 子 さん が石 川 絹枝 さん の長 男 の妻 で あ る こ ともわ か つて い ま した。

4 平成 22年 6月 8日 、原 告 が栃 木銀 行 黒磯 支店 を訪 れ 、石 川 絹 枝 さん の 取 引履

歴 の開示 を求 めま した。 そ の際 、栃木 銀行 は原 告 か ら石 川 絹枝 さん が 平成 22

年 4月 15日 に死 亡 した事 実 を告 げ られ ま した。 こ こにお い て栃 木 銀 行 は石 川 絹

枝 さん の死 亡 を初 めて知 るにい た り、そ の 日の午 前 11時 7分 、石川 絹枝 さん に

つ い て 死 亡 した 旨の登録 を行 い ま した (4第 3号 証 )。
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とこ ろで 、本 件 定期 積 金 解 約 に際 して は 、石 川孝 子 さん が栃 木 銀 行 所 定 の

払 戻 請 求 書 に必 要 事 項 を記載 し、予 め栃 木 銀 行 に届 け 出 て い た石 川 絹 枝 さん

の 印 を押 印 して 、石 川 絹枝 名 義 の本 件 定期積 金 通 帳 と ともに栃 木 銀 行 に提 出

して行 われ ま した。 そ して 、栃木 銀 行 大 田原 支 店 野崎 出張所 で は、 払 戻 請 求

書 に押 捺 され て いた 印影 と届 け出 られ てぃ た印鑑 につ い て相 当 の 注意 を もつ

て 照合 し、 両者 に相 違 が ない こ とを確認 して払 い戻 しに応 じま した (乙第 1号

証 、 第 9項 )。 ち なみ に、栃 木銀 行 の 内部 の事 務 取扱 規 程 で は取 引先 の家 族 等

に対 す る払 戻 しにつ い て は預 金 通帳 、証 書 と届 出印 章 を持 参 した者 は、本 人

とみ な して 取扱 い t使 い の者 に面識 が な くかっ応 対 に不 審 の点 が あ る場 合 は 、

取 引先 本 人 に電話 等 で確 認 の うえ取 扱 うこ とに な って い ます 。 そ して 、本 件

で は 、 前 に 申 し上 げ ま した とお り、 預 金 通 帳 そ の 他 届 出 印 章 を 持 参 して 払 戻

を 受 け た 者 は 石 川 孝 子 さん で 、 石 川 孝 子 さん はi石川 絹 枝 の 長 男 の 妻 とい う よ

うに 石 川 絹 枝 さん の 家 族 で した 。 そ こ で 栃 木 銀 行 は 石 川 孝 子 さん を本 人 、 つ

ま り石 川 絹 枝 さん とみ な して 取 り扱 い ま した 。 な お 、 栃 木 銀 行 大 田原 支 店 野

崎 出 張 所 は 前 述 した よ ぅに 石 川 孝 子 さん とは 面 識 が あ りま した 。

ま た 、 ATMに よ る本 件 普 通 預 金 か らの 223,424円 の 払 い 戻 し は 、僣 川 孝 子 さ

ん に よ っ て 、 石 川 絹 枝 さん に 対 して 交 付 した ヵ ― ドと暗 証 番 号 の 入 力 に よ り

行 わ れ ま した 、 っ ま り、 入 力 され た 暗 証 と届 出 の 暗 証 とが 一 致 す る こ とが 確

認 され た うえ で 行 わ れ た も の で 、 ま た ATMそ れ 自体 も 当 時 正 常 に 作 動 して い ま

した (乙 第 2号 証 、 第 10項 ).

以 上 の とお り、 本 件 定 期 積 金 及 び 本 件 普 通 預 金 か らの 払 戻 手 続 き は 適 切 に

行 わ れ て い ま した 。 ま た 、 本 件 払 戻 が 行 わ れ た 平 成 22年 4月 15日 の 時 点 で 、 既

に石 川 絹 枝 さん が 死 亡 して い た か ど うか 、 当 然 の こ とな が ら栃 木 銀 行 と して

は 知 る 由 も あ りま せ ん で した 。

こ の よ うに 、 栃 木 銀 行 に は 本 件 払 戻 に 関 して は 落 ち度 ら しい 落 ち 度 は な い

と考 え て ぃ ま す 。
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太枠内にボールベンではっきりとご記入く
金額の頭部に 「¥」 をご記入ください。

※ ご本人であることの確認のため、
確認資料の提示をお願いすること
があ
'ノ
ますのでご了承ください。

※ 全部払戻し (解約)の ご請求の

場合には、特記事項欄に 「解約」
の二文字をご記入ください。
なお、この場合は、金額欄には

何も書かずにご提出ください。

EPゆ うちよ銀行 (取扱店→受持貯金事務センター)
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※

※

太枠内にボールペンではっきりとご記入ください。

金額の頭部に 「¥」をご記入ください。

EPゆ うちよ銀行 (取扱店→受持貯金事務センター)

※ ご本人であることの確認のため、

確認資料の提示をお願いすること

があ1'ますのでご了承ください。

※ 全部払戻し (解約)の ご請求の

場合には、特記事項欄に 「解約」

の二文字をご記入ください。

なお、この場合は、金額欄には

何も書かずにご提出ください。
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